
第
戒
品
世
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原

善
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ヰ
サ

内

動

脈

癖
ノ

病

理

解

剖

率

的

観

察

（
第
登
暗
部

三一一〉

噌丘一回。一。ぬ一

z
r
・k

F
白
mw
件。昌一

E
r
o
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rm凶向
日

F
ZロM
向
。
国
主
冨

P
S
A
w
g『
】
詰
冨
。
回
・

J
1
0

ロロ
H
J

吋
hvm
．q
ο
g
d司
凶
樹
、
h
v
dの
凶
H

・

（

K
W
Z臼
《

－

g
d
Hι忠一
石
］つ珂一
切の
］尾
口

H
E
a
g許円目
。
一吋

閃

mvU⑦
吋
】
門
口
『
。
ロ

d
己
認
可
明日
竺
酔
同
ハ
1
O
H
G－

）

京
都
帝
岡
大
撃
間
百
撃
部
病
理
感
激
室

攻

同
国

緒

言

第
－
章
研
究
材
料
及
研
伊
方
法

第
二
章
研
究
成
績

第
一
節
師
制
度
－
－
就
テ

第
二
節
性
及
年
齢
ト
ノ
関
係

第
三
館
職
業
ト
／
関
係

第
四
節
既
往
症
－
一
就
テ

第
五
節

症
候
及
ピ
臨
床
診
断
＝
就
テ

緒

言

墜

事

士

逸

人

寺

内

第
六
節
形
態
及
ピ
大
キ
サ
ュ
就
テ

第
七
節
後
生
部
位
二
就
テ

第
八
節

大
動
脈
ノ
竣
化－一

一肌テ

第
九
節
心
臓
及
ピ
腎
臓
ト
ノ
関
係

第

十

節

死

因

第
十
一
節
合
併
症

第
三
章
総
括
及
ピ
結
論

女

献

動
脈
癌
費
生
二
開
ス

Y
従
来
ノ
皐
説
多
々
ア
リ
ト
雌
毛
、
要
ス

Y

－
一
、
血
管
壁
ノ
愛
化
－
一
重
キ
ヲ
置
ク
毛
ノ
ト
、
血
煙
ノ
異
賦
充
進
ヲ
主
ト

ス
Y
毛
ノ
ト
ニ
蹄
着
ス
。
然
シ
ア
後
者
A

暫
ク
置

キ
、
血
管
壁
ノ
擾
化
ヲ
起
ス
原
因
－
一
就
－
ア
A

、
大
韓
之
ヲ
三
ツ
ニ
円
分
ッ
事
ヲ
得
。

4
F
o
E古
包

5
5
8
A
一
八
八
三
年
機
械
設
ヲ
高
唱
ジ
ア
臼
ク
、
動
脈
癌
成
立
ノ
第
一
原
因

A
弾
力
性
物
質
特
由
一
中
膜
ノ
ソ
レ
ノ
断
裂
ナ

9
ト
。
他
方
－
一
一
於
ア

4
E
E
P
A
、
動
脈
癌

A
動
脈
硬
麓
－
一
究
デ
常
－
一
二
衣
的
－
一
接
生
ス
グ
’
屯
ノ
ト
セ

p
。
卸
チ
雨
者
共
非
炎
症
性
タ

Y
－一於



－
プ
其
主
張
ァ
同
ヲ
ス
。
然
P
U
F

－
－
コ

ν
ヨ
リ
先
k
T

問
。
巾
阻
害
二
中
膜
－
一
一
於
ケ
U
F

炎
荒
性
盤
化
ヲ
説
明
U
H

、
之
7
以
－
ア
動
脈
溜
接
生
ノ
一
次
性

原
因
ト
ナ
セ
リ
ノ
。
一
八
八
五
年
－
一
至

f
ァ
、
ロ
c
t
r
F
A
、
硬
獲
性
麓
化
ト

A
金
ク
異

y
、
梅
毒
ト
開
係
ヲ
有
ス

Y
血
管
獲
化
ガ
、
動
脈
癌
ト

共
－
一
存
セ

Y
例
ブ
報
告
し
V

－
プ
炎
症
説
ア
唱
ヘ
タ
リ
。

動
脈
癌
費
生
ト
年
齢
及
ピ
性
ト
ノ
間
エ
モ
一
定
ノ
関
係
ア

Y
事
A

従
来
ヨ
リ
知
－
フ
レ
タ

Y
事
寅
ナ
リ
ジ
ガ
、
コ
ノ
炎
症
設
ノ
提
唱
－
一
至
リ
ア

コ
ノ
閥
係
A

明
ニ
ナ
リ
タ

Y

ノ
戚
ア
リ
。
ツ
ノ
他
成
因
ト
形
態
及
ピ
部
位
ト

ノ
関
係
－
一
就
－
ア
モ
郁
々
論
究
セ
ラ
レ
タ

y
。
従
ツ
ア
動
脈
癌
ノ

研
究
－
二
、
血
管
壁
自
己
ノ
援
化
ヲ
精
密
－
一
検
索
ス

Y
ト
共
－
一
、
コ

V

等
種
々
ノ
開
係
－
一
就
－
プ
ノ
研
究
モ
亦
快
ク
ペ
カ
ラ
ズ
。
特
一
一
興
味
ア

Y
事

て
図
－
一
依
？
プ
動
脈
嬬
費
生
ノ
頻
度
－
一
大
差
ア

Y
事
貰
ナ
叶
ノ
い
例
ヘ
バ
升
オ
叫
川
則
一
一
於
－
プ
A

非
常
－
一
多
数
存
在
ス

Y
モ
、
猫
逸
ノ
或
部
分
－
一

ア
A

殆
ド
之
レ
無
キ
ガ
加
ジ
。

都
ッ
－
ア
吾
幽
ノ
文
献
－
一
敏
ス
w
y

－
一
、
個
々
ノ
例
－
一
関
ス

Y
報
告
A
枚
奉
－
一

逢
ア
ラ
ズ
ト
雄
、
之
ヲ
総
括
的
－
一
概
筏
セ
ラ
レ

タ
Y
A
賞－一

審
々

－
一
シ
ア
、
特
ニ
病
理
事
的
方
面
ヨ
ソ
研
究
セ
ラ
レ
タ
Y

A
余
ノ
寡
聞
未
ダ
之
ヲ
知
－
プ
ズ
、
コ
レ
余
ノ
本
研
究
ア
志
ジ

タ
Y
所
以
ニ
ジ
ア
、
後
日

更
メ
ア
報
告
セ
ム
ト
ス

Y
病
理
組
織
率
的
研
究
ト
相
侠
チ
ア
、
臨
床
上
並
ピ
ニ
病
理
皐
上
何
等
カ
貢
献
ス

Y
所
ア
ラ
バ
五
口
人
ノ
至
幸
ナ
リ
。

第
一
章
研
究
材
料
反
ビ
研
究
方
迭

研
究
材
料
ト
ジ
ア
A

、
凡
－
プ
吾
ガ
病
理
皐
数
室
－
一
創
立
一以
来
蒐
集
セ
ラ
レ

タ
Y
モ
ノ
ア
用
ヒ
、
ソ
ノ
大
牢
A

各
標
本
－
一

就
ア
親
ジ
ク
病
謎
ア

観
察
シ
、
他
方
－
一
於
－
プ
剖
検
記
事
－
一
ヨ
リ
ア
補
足

ス
Y
所
ア

y
タ

y
。
集
メ
タ

Y
数
A

統
計
的
観
察
ヲ
潟
ス
－
一
A

除

y
ニ
少
数
ナ

y
ト
ノ
誹

ア
見
レ
メ
ト
雌
号
、
然
モ
倫
某
一
斑
ヲ
窺
フ
ニ
足
－
プ
ム
ト
信
ズ
。

以
下
順
衣
各
保
項
－
一
就
ア
比
較
研
究
γ
、
総
括
的
一
一
考
、
察
ス

Y

－
一
止
メ
タ
リ
。

営
初
ノ
目
的
－
一
反
セ
シ
事
ヲ
恐
レ
b

p

y

鴻
メ
ナ
リ
。

コ
レ
該
記
事
会
部
ヲ
掲
載
セ
ム
カ
、
徒
－
フ
ニ
複
雑
ヲ
来

γ
、

第
二
章

研

究

成

績

F
第
－
w闘

頻

度

Z

就

テ

第
甜
凧
鼻
骨

原

著
、」

寺

内

（
第
査
時
蜘
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〈
第
家
統

一円
〉

明
治
三
十
四
年
一
月
官
数
室
開
講
ヨ

7
大
正
十
三
年
三
月
十
日
ユ
至
Y
間
ノ
剖
検
屍
耀
数
四
二
二
七
ノ
中
、
動
脈
溜
ノ
存
セ
ジ
モ
ノ
A

四
凶

例
エ
シ
－
ア
約
一

，m（一・
O
四

μ）ナ
y
。

コ
レ
ヲ
金
津
ノ
村
田
ノ
一
二
二
四
中
一
九
例
印
チ
一
・
五

Mm
ト
比
較
ス
レ
バ
大
館
同
一
一
一
ジ
ア
、
夏
－
一
叫
川
ベ

ノ
出
oZ
2
R
ノ
二
二

O
八
中

訂

汁
叶
刈
ノ

Hb）

EHZ
2
5

ノ
八
六
六
九
中
五
八
例
郎
チ
0
・六，

m、
及
ピ
臼
口町
宣
言
ノ
一
九
三

O
O中
二
二

O
例
的

九
三
例
即
チ
三

Mm、

チ
了
一

，m等
－
一
比
較
ス
U
Y

モ
、
ソ
ノ
純
度
A

中
間
二
位
ス
。

第
二
筒
年
齢
友
広
性
ト
ノ
関
係

年
齢
ニ
開
ジ
－
プ
A

、
四

O
l四
九
歳
－
一
最
モ
多
ク
シ
ア
金
敷
ノ
二
七
・
二
M
Y
7

占
ム
。
之
－
一
反
ジ
ア
三
十
歳
以
下
及
七
十
歳
以
上
ニ
ア
A

極

メ
ア
少
数
ナ

y
。

コ
レ
ヲ
伊
達
ノ
四

C
l六
O
歳
ニ
多
ク
ジ

ア
三
十
歳
以
下
ニ
A

三
・
二

μ、
六
十
歳
以
上
申
二
九
・
六
%
ニ
比
ス

Y

－一、大
韓

ニ
於
ア
一
致
セ

y
。
前

H
H
F
E
VE

L

A

一
二
五
｜
四

C
歳
一
一
最
モ
多
ク
、

回
口宵
8
2
0吋
モ
四

O
l五
O
藤
一
一
最
モ
多
ジ
ト
言
へ

Y
ガ
、
肘
c
zb
c
己
ノ
七

O
l
八

O

歳
ニ
最
モ
多
ク
ジ
－
ア
三
0
・
0
%
ヲ
有
ス

Y

ニ
反
シ
、
四
0
1
玉

O
歳
－
一
於
ア
A

僅
カ
ニ
八
・
九
M
F
ナ
リ
ト
言

へ
Y
ト
比
較
ス
レ
バ
、
著
ジ
キ
相

違
ヲ
認
ム
υ

．

（

y，
gro吋
A

梅
毒
性
動
脈
麓
化
ア
六
一
八
九
ノ
屍
睦
－
一
一
容
ア
検
ジ
タ

Y

－
一
、
四

O
｜
玉

O
歳
－
一
最
モ
多
ク
シ
ア
三
三
・
二
折
ナ
リ

γ
ト
言
へ

η
ノ
。
今
此
成
績
ヲ
吾
ガ
所
見
ト
比
較
ス
レ
バ
、
業
間
若
干
ノ
一
致
結
ア
Y
ヲ
看
取
ス
可
ジ
。

男
女
別
－
一
ア
A

、
男
ガ
八
六
・
一
二
%
ヲ
占
ム

Y
事
A

亦
伊
達
ノ
男
八
0
・
六

μ
ト
似
タ

y
。
コ
レ
ヲ
外
国
ノ
例
ニ
比
較
ス

Y

毛
、
敷
字
上
－
二

多
少
ノ
差
違
ヲ
認
ム

Y
モ
、
常
－
一
男
子
ガ
多
数
ヲ
占
ム
。

を

5
0
2∞－－
ノ
如
キ
A

男
女
ノ
比
二
一
封
一
ナ

y
ト
セ

y
。

今
コ
レ
等
ノ
関
係
ヲ
表
示
ス
レ
バ
究
ノ
如
シ

。

司
』
ゴ
汁
引
寸
汁
計
司

H
1
1
iけ
汁
卦

一

男

一

一

一

一

一

一

一
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44 

第

三

留

職

業

Z

就

テ

職
業
ノ
知
レ
タ

Y

屯
ノ

三
十
四
例
中
、
常
－
一
劇
ジ
キ
枇
労
働
ニ
従
事
し
シ
タ
リ
ノ
ト
思

A

Y

、
モ
ノ
十
三
例
ア
リ
。
コ
レ
ニ
反
ジ
－
ア
左
程
ノ
勢
働
ア

魚
ジ
タ
リ
ト
A

思
λ

レ
ズ
、
従
ツ
ア
外
傷
等
－
一
遭
遇
ス

Y
機
曾
ノ
少
キ
モ
ノ
十
一
例
ア

y
。
サ
レ
バ
動
脈
癌
後
生
ト
職
業
ト
ノ
間
二

A

特
別
ノ

開
係
無
キ
ガ
如
ジ
。

m
o
E
8
3句
モ
二
二

O
例
ノ
多
数
－
一
就
ア
観
察
セ
ジ
モ
、
動
脈
溜
A

各
種
ノ
職
業
－
二
日
一

2
プ
存
在
ジ
、
何
等
ノ
関
係
認
メ

ラ
レ
ズ
ト
言
ヘ
リ
ノ
U

詳
細
A

後
一
一
記
載
ス

Y
表
一
一
明
ナ
リ
ノ
。

第
四
笥
既
往
症

Z
就

テ

現
今
、
栴
毒
ト
動
脈
癌
ト
ノ
間
ニ
密
接
ナ

Y
関
係
ア
リ
ト
ノ
説
盛
ナ

Y
ガ
故
ニ
、
特
ニ
コ
レ
ニ
注
意
セ

y
。
然
し
て
プ
、
梅
毒
ヲ
否
定
セ
ジ
場

令
ニ
モ
、
備
業
六
十
五
M
F
ニ
栴
毒
反
感
陽
性
ナ

y
キ
ト
言
フ
伊
達
ノ
言
ヲ
合
セ
考

フ
レ
バ
、
本
調
査
－
一
於
－
ア
手
旬
、
梅
毒
統
往
症
A

左
記
ノ
二
十

二
例
ヨ

y
屯
一
見
－
一
葉
数
ヲ
増
加
ス
ペ
ク
、
従
ツ
ア
動
脈
癌
ト
梅
毒
ト
ノ
開
係
ノ
浅
カ
ラ
ザ
Y
ヲ
知

y
。

出
合
〕
｝

O
H

－
一
従
へ
て
動
脈
癌
ノ
第
一
原
因
A

梅
毒
－
一
ア
、
三
六
l
八
五
折
ノ

間
ヲ
闘
－
一
依

y
－
プ
往
来
三
梅
毒
ノ
存
セ
ザ
Y

北
川
副
刈
列

ペ
判
州
－
一
－
プ

A動
脈
癌

A殆
ド
無
uv
ト
。
叉

ロ
2
7
5
2
A
FE
－
ag
ガ
一

O
一
ノ
動
脈
癌
中
八

O
M
Y
ヲ
梅
毒
性
、
十
九

Mm
ヲ
動
脈
硬
援
－
一

由
U
Y

モ
ノ
、
残

y
一
戸
ヲ
外
傷
性
腐
蝕
性
或
A

細
的
性
ナ

y
ト
セ

Y
ヲ
見
－
ア
、
ス
エ

l
Jア
ン
ニ
A

濁
逸
ヨ
リ
栴
毒
蔓
延
セ

Y
Jガ
故
一
一
、
コ
ノ
割

合
A

過
多
ナ
－
フ
ズ
ト
言
へ

y
o

次
ニ
泊
客
A

九
例
ア

y
o
F
L）

2
・
A

日
ク
、
中
膜
ノ
石
茨
沈
著
川
、
急
性
停
染
性
疾
患
ノ
際
一
一
、
酒
ヲ
唱
マ
ザ
Y
モ
ノ
ヨ

y
戸
酒
客
－
一
蹴
ク
現

A

U

F

、
ヲ
以
－
ア
、
酒
精
飲
料
A

血
管
ノ
竣
性
ヲ
促
ス
ト
。
故
－
一
引
い
ご
ア
、
動
脈
癌
ト
河
締
飲
料
ト
ノ
問
ユ
モ
多
少
ノ
関
係
ア

Y
モ
ノ
ト
考
フ

Y
ア

川
町
営
ト
ス
。
然

y
－
一
〉
ゲ
E
E
2
ノ
意
見
－
一
披
レ
バ
、
梅
毒
ガ
多
数
存
在
ス

Y
プ
ラ
ジ
叫
ノ
ヤ
ニ
於
－
ア
動
脈
癌
頑
張
ス

Y
ト
共
ニ
、
酒
精
飲
料
ア

会
ク
用
ヒ
ザ
Y
小
ア
ジ
ヤ
ト

Y

コ
ニ
於
－
プ
モ
動
脈
癌
ガ
他
凶
け
と
一
於
ケ

Y
ト
間
程
度
－
一
援
現
ス

Y

A
、
酒
精
概
用
ガ
梅
毒
－
一
比
uv
影
響
少
キ
ニ

第
武
谷

F、
原

著、4

守

内

ヨ王

〈
第
桜
吹

三
五
〉



柑
別
式
谷

由
Y
ト。

業
他
ノ
既
往
宿
生
一
す
一
関
ス
M
Y

事
λ

左
表
ノ
如
ジ
。

「可

原

望皇、」

寺

内

ム
ノ、

（
第
J

一
日
日
出

一六）
F

ハ日尚一

向
、
上
記
ノ
梅
毒
反
臆
陽
性
ナ
Y

モ
ノ
、
叉
A
種
々
ノ
徴
候
ヲ
塞
照
ジ
ア
梅
毒
ノ
何
往
ア

Y

モ
ノ
ト
推
定
ジ
タ
Y

モ
ノ
、
中
、
動
脈
癌
ノ
初

微
技
ヲ
品
川
ス

Y

ニ
至
レ
M
F

迄
ノ
時
日
ノ
明
カ
ナ
Y

モ
ノ
十
九
例
－
一
就
ア
考
ア

Y

－
一
、
擢
忠
後
十
年
以
内
ニ
動
脈
膚
ノ
費
ジ
タ
Y
A
極
メ
ア
稀
－
一

ジ
ア
、
多
ク
A

十
乃
至
廿
五
年
ノ
後
二
業
病
症
費
生
ジ
タ

y
。

G
E号。円
A

、
梅
毒
戚
染
ト
動
脈
炎
ノ
開
始
ト
ノ
間
隔
－
一
就
－
ア
ハ
信
用
ス
ペ

キ
説
無
ク
、
市
川
庫
狂
λ

普
通
十
乃
至
十
二
年
後
－
一
起
Y
ガ
故
－
一
、
梅
毒
性
動
脈
炎
ノ
場
合
モ
コ
レ
ニ
類
似
ス

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ム
ト
言
ヘ
リ
。
コ
レ
ア

動
脈
溜
ガ
十
一
乃
至
十
五
年
後
ニ
最
モ
多
ク
胤
羽
生
セ

Y

コ
ト
ト
比
較
ス
レ
バ
興
味
ヲ
戚
ズ
。

「

制

剖

倒

剥

叶

叶

」

寸

1

1

1

1

1

J

I

l

l

i－
－

J

寸

l
1
1
1
1
1」
I
l
l
1
1
1

一

一

初

徴

候

ヲ

後

セ

一

一

十

一

ー

l
十

五

一

サ

一

ー

ー

サ

五

一

一

叶

了

l
叶
五
一
叶
六
｜
四

O
一

一

シ

迄

ノ

年

数

一

一

一

一

一

一

－

J

I

－

－

 

7
町

一

一

一

一

一

一

一

例じ丈i正
I 

蚊什』症

tm或梅1
定ハ奪
シ熔反

i尋毒謄
Jレト際

者性
一一一ー」一一一一一I

事性
ナ病
キノ

者記

確 Jレ淋｜
ナモiX
ラ、ノ

ヂ悔自王
yレ毒f主
首ノア

一一一←」一一一一一l

定叉梅
スノ、毒

Jし梅反

若者喜怒
ヲ陰

否性

1珂
？宇

マ閥
チ節
スロ

イ

傷

結

9 

l者煙
ム草
者 7

熱

1 

22 

12 

り

戸0 

3 

2 

2 

六

l

一O

f
六
｜
サ

サ
六
｜
品
川

数

1 

6 

3 

4 

1 

2 

2 

第
五
箇

徴
候
友
広
臨
床
診
断
目
立
問
テ

徴
候
A

一
般
的
ノ
モ
ノ
ト
ジ
ア
、

四
肢
或
λ

其
他
ノ

一
部
分
一
一
浮
腫
ヲ
来
ス
A

共
通
ナ

v
v・
毛
、
ソ
ノ
他
A

技
生
部
位
－
一
由
リ
ア
ソ
ノ
趣
ア

異
一
一
ス
。
郎
チ
、
胸
部
大
動
脈
輝
一
一
－
ア
λ

肩
脚
部
緊
張
戚
最
モ
多
ク
、
胸
部
苦
悶
及
ピ
胸
部
停
痛
之
ニ
究
ギ
、

季
肋
部
茄
痛
、

暖
理
及
ピ
一
咳
噺
略

茨
等
A

稿
ヤ
少

v
o
腹
部
大
動
脈
癌
ノ
場
合
－
二
、
腰
痛
最
モ
多
ク
、
上
腹
部
緊
張
及
ピ
上
腹
部
惇
痛
之
レ
ニ
究
ク
。
然
レ
ド
モ
、

部
動
脈
癌
一
ニ
於
ア

A
徴
候
少
ク
、
或
A
普
通
ノ
胃
腸
障
碍
ト
ジ
ア
久
ジ
ク
治
療
ヲ
凡
ベ
ケ
タ
Y
例
ア
リ
、
或
A
金
ク
無
徴
候
ナ
リ
ノ
ジ
鴻
メ
ソ
ノ
破

裂
ヲ
主
性
腹
膜
炎
ト
誤
診
ナ
レ
、
剖
検
－
一
－
ア
始
メ
ア
真
相
ヲ
知
リ
タ
y
d
μ

如
キ
例
ア
リ
。
無
徴
候
－
一
経
過
セ
u
y

一
般
ニ
腹

］「
L

全戸・一『

ノ
報
告
セ

Y
例
ノ
如



キ
モ
腹
部
動
脈
耀
ナ
η
ノ。

臨
床
上
動
脈
鹿
ノ
診
断
ヲ
附
セ
ラ
レ
タ

Y
モ
ノ
コ
四
四
例
中
廿
三
例
ニ
ジ
ア
、
残
像
ノ
廿
一
例
中
他
ノ
疾
病
－
一
蔽
A

レ
、
或
A

全
ク
無
徴

候
ナ

yuv
矯
メ
気
附
カ
レ
ザ
リ
ノ
ジ
モ
ノ
七
例
ナ

y
。
ソ

ノ
他
ノ
場
合
－
一
附
セ
ラ
レ
タ
Y
診
断
つ
心
臓
嚇
膜
寂
四
、
大
敬
服
嫌
閉
塞
不
全
及
ピ

慢
性
腎
臓
炎
各
一
一
、
肋
膜
災
、
慢
性
胃
カ
タ

y
、
喉
頭
痛
、
動
脈
硬
化
、
急
性
腹
膜
炎
及
腹
腔
服
蕩
各
一
ナ
リ
ノ
。
言
。
一
首
モ
言
フ
如
ク
、
動

脈
癌
ガ
破
裂
ヲ
起
す
ず
M
Y

時
A

慢
性
心
臓
病
ノ
加
キ
徴
候
ヲ
呈
ス

Y
ガ
故
－
一
、
臨
床
上
雨
者
ノ
鑑
別
A

至
難
－
一
ジ
ア
、
心
臓
購
膜
症
ト
サ
レ
タ

Y
ガ
最
モ
多
キ
モ
故
無
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。形

態
反
巨
大
d
l
骨
回
目
就
テ

形
態
ヲ
論
ズ

Y

二百
y
－
プ
、
国
筒
朕
及
ピ
紡
錘
形
動
脈
溜
ヲ
令
セ
ア
揃
蔓
性
動
脈
溜
ト
ジ
、
護
服
動
脈
癌
ト
匝
別
ス

Y
事
ト
セ

y
。
四
十
四

例
中
、
只
一
個
ノ
動
脈
溜
存
セ
ジ
場
合
廿
七
例
、
二
佃
ノ
場
合
十
五
例
、
三
佃
ノ
場
合
一
例
、
四
個
ノ
場
合
一
例
ナ
リ
ノ
。
然
ジ
ア
、
同
一
例
－
一
ア

二
例
以
上
ア

Y
時
A

、
形
態
上
其
穂
類
ヲ
異
ニ
ス

Y

ト
否
ト
ヲ
論
ゼ
ズ
各
ヲ
一
個
ト
ジ
ア
計
算
ス

V

バ
、
総
計
六
十
四
個
ノ
動
脈
痛
ト
ナ
リ
、

y
ノ
中
－
一
ア
、
嚢
賦
動
脈
腐
四
十
五
倒
、
郎
チ
七

0
・三

μ、
揃
蔓
性
動
脈
癌
十
八
印
廿
八
・
一

μ
ト
ナ
Y
。
剥
離
性
動
脈
溜
A

僅
－
二
例
ナ
リ
。

筒
形
態
ト
年
齢
ト
ノ
閥
係
ヲ
見
タ
Y

－一、
滅
菌
z
性
動
脈
溜
A

五
十
歳
以
上
一
一
十
三
佃
、
五
十
歳
以
下
－
一
五
佃
ニ
ジ
ア
、
老
年
－
一
多
キ
ニ
反
uv
、．

嚢
朕
動
脈
癌
λ

、
五
十
歳
以
上
－
一
十
一
個
、
五
十
歳
以
下
三
二
十
三
佃
－
一
ジ
ア
、
若
年
者
二
著
ジ
キ
多
費
ヲ
見
hpη
ノ。

大
イ
サ
ニ
就
－
ア

A
嚢
妹
動
脈
癌
ノ
ミ
目
一
ア
観
察
セ
η
ノ
。
之
－
一
様
レ
バ
、
鶏
卵
大
乃
至
手
掌
大
ノ
モ
ノ
大
部
分
ヲ
占
メ
、
小
ナ

Y
A
小
指
頭
大
ヨ

η
ノ
、
大
A

小
児
頭
大
一
一
及
ペ
リ
ノ
。

第
七
筒

第
六
節

接
生
部
位
回
目
就
テ

費
生
部
位
ヲ
揃
蔓
性
動
脈
癌
ト
葉
駅
動
脈
癌
ト
二
分
チ
ア
観
察
ジ
タ

Y

二
、
前
者
ハ
上
行
部
－
↓
割
合
多
グ
、
後
者
A

大
動
脈
弓
部
－
一
甚
ダ
麗
自

殺
生
シ
タ
ル
ヲ
知
V

9

0

伊
達

A
川
川
川
刈
列
像
－
一
懐
リ
ア
、
上
行
部
－
一
ア

Y
A
脳
蔓
性
動
脈
癌
－
一
ジ
－
ア
、
弓
部
ヲ
犯
ス
時

A
嚢
状
動
脈
溜
ト

ナ

Y
ト
言
ヘ
リ
ノ
。
又

J
2
2
0］
日
ク
、
血
煙

A
E
E
E
m
o
r
ノ
所
謂
出
E
E
g
m由
］
宮
町
ニ
沿
ヒ
ア
大
動
脈
ノ
凸
面
－
一
最
毛
強
キ
ガ
故
－
一
、
大

【

原

著

〕

寺

内

（

第

昌

弘紘
一－

第

廿
川
品
世

七

三
七
）



第
寸
叫
品
世

「園、

原

著
........ 

寺

内

i¥. 

（
第
歪
披

三
八
）

動
脈
ユ
於
ケ

Y
動
脈
癌
ノ
局
所
的
態
度
ヲ
見
レ
バ
、
動
脈
痛
成
立
ノ
際
一
一
A

明
ニ
機
械
的
因
子
ノ
作
用
セ

Y
事
ヲ
知
Y
ト
。
今
コ
ノ
言
ト
、
前

記
二
事
質
ト
ヲ
令
セ
考
ブ
レ
・
戸
、
賢
ニ
興
味
ア
リ
ノ
。
郎
チ
大
動
脈
起
始
部
及
ピ
上
行
部
－
一
－
プ
ミ
殆
ド
同
時
－
一
大
動
脈
軸
ヲ
中
心
ト
ジ
テ
四
方

－
一
血
腿
作
用
ス

Y
ガ
故
三
糊
蔓
性
二
蝋
張
ス
U
Y

ニ
反
シ
、
弓
部
－
一
4
7
A

コ
レ
ト
事
情
ヲ
異
－
一
ジ
、
心
臓
ヨ
リ
出
デ
タ

Y
血
液
A

最
大
ノ
魅
力

ヲ
以
ア
弓
部
ノ
或
部
分
－
一
反
復
衝
突
ス

Y
ガ
鴻
メ
て
コ
ノ
部
分
ノ
ミ
限
局
性
－
一
旗
張
ジ
－
プ
嚢
服
動
脈
痛
ヲ
形
成
ス

Y
モ
ノ
ト
考
フ

Y
ヲ
得

0

・
次
ニ
大
動
脈
ヲ
横
隔
膜
ヲ
境
ト
ジ
ア
二
分
し
v
、
費
生
ノ
部
位
ヲ
比
較
ス

Y

－
一
、
上
下
ノ
数
ノ
比
A

玉
十
七
費
六
ニ
ジ
ァ
、
小
津
ノ
一

O
封
一

ト
殆
ド
同
一
ナ
レ
ド
モ
、
三
与
え
ノ
二
十
三
割
五
及
ピ
手
乙
寸
＼
ノ
五
十
二
封
一
ト
比
戟
ス
レ
バ
大
差
ア
ヲ
。
然
V

V

毛
、
執
V

毛
腹
部
動
脈

嬬
嫡
度
ノ
小
ナ
Y
事
ヲ
示
ス
拙
－
一
一
炉
、
ァ
A

同
一
ナ
リ
。
只
村
田
ハ
十
九
封
六
ノ
比
ヲ
掲
グ
、
且
ッ
胸
部
大
動
脈
ト
腹
部
大
動
脈
ト
ノ
庚
サ
ヲ
毛

考
慮
シ
ア
、
雨
者
ニ
於
ケ
Y
煩
度
ヲ
同
様
ナ

y
ト
セ
リ
ノ
。

之
V

等
ノ
閲
係
ヲ
表
示
ス
レ
バ
尖
ノ
如
ジ
。

一

lyt／
低

三

行

部

一

弓

部

五

竺

心

臓

一

－

k
ー
も

F

I

I

I

－
1

－

一
塁
性
動
脈
帰
一

9

7

7

0

一

1

一

一

交

状

動

脈

癒

一

日

一

四

一

8

1

一

け

一

計

一

叩

一

出

一

日

1

一
4

一

主
耐
刑
法
／
所
一
一
テ
没
ベ
ヲ
ル
1
漏
受
性
ノ
数
異
ナ
ル
ハ
上
行
部
ト
ヲ
刊
二
悦
．
u
レ
ル
時
ハ

－
一
五
雨
万
へ
歎
へ
入
レ
シ

η
ナ

リ

・

腹

昔日

総
！助
骨

維

。
】4 

。

6 

第
八
笥

大
動
脈
ノ
鑓
他
国
立
晴
子

計24 45 69 

大
動
脈
ノ
鑓
化
λ

、
定
担
的
ノ
場
合
－
二
之
レ
ヲ
二
ッ
ュ
匹
別
ジ
得
ペ
ジ
。
印
チ
一

A

、
表
面
ヨ
リ
稿
隆
起
セ

Y
灰
白
色
肥
厚
瑳
ノ
間
ニ
、

娘
痕
朕
ノ
部
ト
、
主
ト
ジ
ア

h
管
ノ
長
軸
－
二
致
ジ
ア
走
Y
川
崎
ヨ
ト
ア
リ
ア
、
外
膜
結
締
織
モ
増
加
セ

Y

屯
ノ
ュ
ァ
、
他
ノ
一
六
黄
禍
色
ノ
、

彊
ク
表
面
ヲ
リ
隆
起
セ
U
Y

不
規
則
ナ
グ
’
内
膜
ガ
、
諸
所
－
一
物
質
快
損
ヲ
来
ジ
、
ソ
ノ
間
－
一
往
々
石
灰
化
セ

Y
部
分
ア
リ
ア
、
壁
ノ
弾
力
性
全
ク
消



失
セ

Y
モ
ノ
ナ

y
。
然
レ
ド
モ

G
2
0ゲ
角
ガ
、
梅
毒
性
動
脈
炎
ノ
際
一
一
、
内
膜
ガ
黄
色
乃
至
黄
禍
色
ヲ
呈
セ

Y
A
、
肥
厚
セ

Y
内
膜
－
一
「
ア
ア
ロ
ー

ム
」
鍾
性
ノ
始
マ
レ

Y
徴
候
ナ
時
ノ
ト
言
へ

Y
ガ
如
ク
、
雨
時
使
化
A
甚
ダ
屡
混
合
U

J

e

ア
起
Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
前
者
ヨ

y
後
者
一
一
一
漣
ジ
得
Y
ガ
故
－
一
、

肉
眼
的
－
一
コ
レ
ヲ
鑑
別
ス

Y
事
A

困
難
ナ

y
o

故
ニ
大
動
脈
ガ
何
鹿
－
一
ア
強
ク
麓
化
セ

Y
カ
ヲ
検
索
し
V

、
情
動
脈
癌
A

弓
部
ノ
終
部
ヲ
境
ト
ジ
－
プ
其
頬
度
－
一
著
ジ
キ
相
違
ア

y
タ
Y
ヲ
以

ァ
、
コ
レ
ト
大
動
脈
襲
化
ト
ノ
間
一
一
何
等
カ
ノ
関
係
無
キ
ヤ
ヲ
見
ン
ガ
鴻
メ
、
此
所
－
一
モ
弓
部
ノ
終
Y
7
境
ト
セ

9
。
業
結
果
、
弓
部
迄
A

特
捜

化
強
ク
ソ
レ
以
下
A

弱
キ
場
合
廿
例
、
コ
レ
ト
反
封
ニ
、
弓
部
迄
A

麓
化
弱
ク
弓
部
以
下
－
一
反
ヅ
ア
盤
化
強
キ
場
合
六
例
、
大
動
脈
全
般
－
一
波

y

－
ア
殆
ド
平
等
三
鑓
化
ア
リ
ノ
ジ
場
合
A

十
五
例
ナ
η
ノ。

A
1
コ
ノ
事
貰
ヲ
前
表
ト
比
較
ス

Y

一
一
、
弓
部
以
上
－
二
其
雄
一
化
ノ
割
合
－
一
動
脈
癌
敷
過
多
ノ
戚
ア

y
、
コ
レ
動
脈
癌
ノ
成
因
－
二
、
血
管
壁

ノ
麓
化
以
外
一
一
特
殊
ノ
燥
件
ヲ
要
ス

Y
事
ヲ
指
示
ス

Y

モ
ノ
ト
信
ズ
。

F
V
E
P戸
田
モ
、
動
脈
癌
ガ
大
動
脈
上
部
－
一
多
キ
A

、
中
膜
炎
ガ
コ
ノ

部
ニ
多
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
血
流
ガ
強
ク
衝
突
ス

Y
ガ
鴻
メ
ナ

y
ト
言
ヘ
リ
ノ
。

第
九
筒

心
臓
夜
店
腎
臓
ト
ノ
闇
係

血
管
ノ
疾
病
ナ

Y
動
脈
癌
－
一
就
ア
論
ズ

Y

－
一
際
ジ
ア
、
心
臓
及
ピ
腎
臓
ノ
朕
態
ヲ
合
セ
考
フ

Y
ノ
要
ア

Y
A

論
ヲ
侠
タ
ズ
。
然
レ
ド
モ
、
各

例
ニ
就
キ
ア
記
ス

Y
ノ
繁
ヲ
避
ヶ
、
抗
接
重
要
ナ
u
y

関
係
ア
η
ノ
ト
思

A

Y
、
貼
ヲ
表
示
ス

Y

－
一
止
メ
タ
叶
ノ
。
向
ホ
心
臓
ノ
肥
大
ヲ
判
定
ス

Y

際
、
ソ
ノ
重
量
ノ
ミ
ヲ
標
準
ト
ス

Y
時
A
大
ナ

Y
誤
謬
ヲ
生
ズ

Y
ガ
故
－
一
、
鰻
重
ヲ
モ
考
慮
ノ
内
ニ
置
キ
、
心
臓
重
量
ト
髄
重
ト
ノ
比
例
ヲ
モ

計
算
ジ
ア
記
入
セ

9
。

剖
検
番
務七四

四六［年
八 Of 齢

t t I性

I i 職

通｜ 業

I + l~I 脱
却f其｜往

他｜症

潮l形

饗｜態

官官

位

一一一L
4

一一
左
室
陸
一
右
室
盛
一
一
削
腎
ノ

ノ
厚
サ
一
ノ
議
サ
一
重
サ
（
瓦
〉

一一
一
4

1

一

撲

十

＋ 

一
弓
部
、
上
行
部

一
弓
部
、
上
行
部

二
七
五

＋ 

＋ 

第
戒
品
位

F、
原

著
....... 

守

内

九

（
第
筆
陣
蜘

F

三
九
〉



三
七
五

四
一
九

四
四
二

凹
七
三

』
、
河
川
イ

L

J

ノ

nv↑
J
J
J

六
七
六

八
八
一

八
八
三

‘ヰ

一

O
O
七

一O
O九
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バ
、
可
成
少
数
ナ
リ

o
p含
A

、
結
核
性
ノ
人
A

虚
弱
ナ
u
y
d
N

潟
メ

－
一
拐
、
キ
賊
労
働
不
能
ナ
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
心
臓
モ
小
且
ッ
軟
弱
ナ
Y
ガ
鴻
メ
向
座
低
ク
、
従
ヅ
ア
動
脈
癌
ヲ
来
ス
事
少
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
破
裂
ス

W
F

事
稀
ナ
リ
ト
言
ヒ
、
羽
ロ
プ
円
。
恒
三
ミ
モ
此
設
－
一
左
相
セ
リ
ノ
。

玉
、
気
管
及
ピ
喉
頭
。
気
管
支
炎
十
三
、
喉
頭
加
答
児
一
二
、
気
管
狭
窄
二
、
気
管
支
周
閣
淋
巴
腺
炎
一
及
ピ
扇
桃
腺
肥
大
一
川
ニ
ジ
ア
、
加
答

児
ノ
多
キ
A

、
血
行
障
碍
－
一
因

y
－
プ
起
レ

Y
穆
血
ノ
結
果
ナ

y
。

第
式
典
信

「『

原

著
』d

寺

内

Iιl 

（
第
菅
波

四
三
）



第
中
爪
品
位

F『

原

著...., 

寺

内

四
四

〈
第
忠
弘
琉

問
問
）

六
．
牌
臓
。
楼
’m十
三
、
周
閤
炎
六
、
芸
焔
四
、
肥
大
二
、
質
質
護
性
一
及
ピ
褐
色
獲
性
一
ナ
η
ノ。

七
、
腎
臓
。
穆
血
十
五
、
援
性
十
一
、
萎
縮
八
、
石
灰
沈
着
一
、
代
償
性
肥
大
一
及
ピ
腎
嫌
痕
戸
ユ
ジ
ア
、
萎
縮
腎
割
合
少
数
ナ

y
o
:::r 

ノ

理
由
二
就
キ
ア
A

前
二
一
週
ぺ
タ
リ
。

入
、
副
腎
。
副
腎
ト
血
管
硬
制
捜
症
ト
ノ
間
ニ
ハ
特
殊
ノ
闘
係
ア
リ
ト
A

従
来
設
カ
レ
タ

Y
所
ナ
レ
バ
、
動
脈
溜
ノ
際
－
一
三
鑓
化
ヲ
起
ジ
，
プ
可

ナ
w
y

ペ
キ
理
ナ
レ
下
毛
、
特
－
一
期
著
ナ
グ
’
病
畿
ノ
認
メ
ラ

レ
タ
UY

モ
ノ
A

少
ク
、
僅
－
一
一
副
腎
腫
一
、
肥
大
一
及
ピ
萎
縮
一
ヲ
見
タ

Y
ノ
ミ
ナ

y
。

九
、
肝
臓
。
欝
血
十
四
、
遊
性
玉
、
硬
捷
二
、
周
周
炎
二
、
販
痕
一
一
、
臆
石
二
、
轍
脂
管
抜
大
一
、
黄
痘
一
、
臆
管
増
殖
一
、
絞
搾
肝
一
及

ピ
肝
臓
「
ヂ
ス
ト
？
」
一
司
ノ
見
タ
ソ。

以
上
ノ
如
ク
、
肝
臓
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
腎
臓
及
牌
臓
一
一
於
－
プ
モ
穆
血
及
ピ
麓
性
ノ
多
キ
A

、
血
行
障
碍
一
一
閃

2
ア
先
グ
穆
血
ヲ
来
uv
、

結
ス

Y
時
A

替
養
ヲ
害
ジ
、
貫
質
－
一
一
鑓
性
ヲ
起
セ
ジ
ニ
困

y
。

ヨ
レ
ガ
持

十
、
勝
臓
。
繊
維
性
腺
臓
炎
二
、
質
質
事
、
縮
一
、
壊
痘
一
及
ピ
牒
管
内
掴
虫
一
ナ
リ
ノ
。

十
一
、
胃
。
加
答
児
入
、
穆
血
二
、
潰
海
二
、
胃
内
血
液
二
、
胃
撰
張
、
腺
腫
及
ピ
胃
癌
各
一
ナ

y
。

十
二
、
腸
。
加
答
児
玉
、
穆
血
一
一
、
十
二
指
腸
潰
蕩
、
廻
腹
潰
蕩
、
小
腸
内
副
牒
及
ピ
旺
門
「
ポ

7
1
プ
」
各
一
ナ
η
ノ。

胃
及
ピ
腸
ニ
於
－
プ
モ
、
血
行
障
碍
ノ
震
メ
欝
血
ヲ
起
ジ
、
コ
レ
ガ
持
績
ス

Y
時
A

加
答
児
、
向
進
桁
ス
レ
バ
潰
湯
ト
モ
ナ
リ
得
y
d
μ

故
－
一
、

斯
カ

Y
合
併
症
ヲ
多
数
－
一
見
タ

y
。

十
一
二
、
生
殖
器
。
男
子
－
一
ア
プ
繊
維
性
皐
九
炎
六
、
一
章
症
一
、
競
護
腺
組
識
増
生
一
及
ピ
掘
護
腺
肥
大
一
－
一
ア
、
女
子
ニ
ア
A

子
宮
内
膜

炎
一
、
刑
夙
管
水
腫
一
、
刷
夙
管
周
園
炎
一
及
ピ
卵
巣
「
チ
ス
ア
」
一
ナ
リ
。

コ
ノ
内
ニ
ア
繊
維
性
皐
九
炎
ガ
特
－
7
多
数
ナ
Y

A

注
目
ニ
値
ス
。
コ
レ
此
病
鐙
ノ
原
因
A

一
様
ナ
ラ
ズ
ト
雄
毛
、
其
大
多
数
A

先
天
性
並
ザ

ュ
後
天
性
梅
毒
ト
開
係
ア
リ
ト
信
ゼ
－
フ
ν
居
y
d
N
鶏
メ
ニ
ジ
ア
、
血
管
壁
－
一
作
用
セ
U
Y

ト
同
様
ノ
毒
素
ガ
畢
九
－
一
毛
作
用
セ
シ
モ
ノ
ト
信
ズ
。

十
四
、
神
経
系
統
。
脳
出
血
二
、
脳
膜
出
血
、
勝
軟
化
．
廻
轄
萎
縮
及
ピ
脳
膜
水
腫
各
一
ナ
リ
ノ
。



十
五
、
血
管
系
統
。
右
頚
静
脈
血
栓
一
及
ピ
肺
動
脈
狭
窄
一
ヲ
見
タ
Y
ノ
ミ
ナ
リ
。

十
六
、
骨
系
統
。
脊
椎
骨
消
耗
六
、
肋
骨
消
耗
一
、
肋
骨
々
折
一
及
ピ
胸
骨
萎
縮
一
ナ

y
。

十
七
、
業
他
。
腹
膜
炎
二
、
食
道
癌
一
及
ピ
上
顎
上
皮
細
胞
癌
一
ナ

y
o

倫
ホ
、
以
上
ノ
合
併
症
ヲ
、
動
脈
癌
ガ
直
接
ノ
原
因
ト
ナ
叫
ノ
タ
Y

モ
ノ
、
間
接
ノ
原
因
ト
ナ
リ
b
y
y

モ
ノ
、
及
ピ
、
偶
然
ノ
併
脅
症
ト
－
一
分
類

し
り
こ
プ
観
察
ス

Y
A
、
只
－
一
病
理
解
剖
皐
上
興
味
ア

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
臨
床
上
－
一
モ
緊
要
ナ

Y
事
－
一
属
ス
ト
考
ア

Y
グ
故
－
一
、
多
少
重
復
ノ
黙
ア

v
ド
モ
、
筒
軍
－
一
通
プ
Y
所
ア
ラ
ム
ト
欲
ス
。

ィ
、
動
脈
溜
自
佃
ガ
直
接
ノ
原
因
ト
ナ
リ
タ
M
F

モ
ノ
。

的
テ
、
動
脈
癌
ノ
脹
迅
ヲ
蒙
リ
ア
形
態
或
A

容
積
ヲ
鐙
ジ
、
途
一
一
ハ
組
織
的
ニ
モ
綾
化
ヲ
起
ジ
タ

Y
モ
ノ
ニ
ア
、
肺
膨
張
不
全
七
、
脊
椎
骨
消

耗
六
、
気
管
支
狭
窄
二
、
肋
骨
消
耗
及
ピ
骨
折
各
一
、
肺
動
脈
狭
窄
一
及
ピ
胸
骨
萎
縮
一
A

コ
レ
ニ

一周
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

ロ
、
動
脈
癌
ガ
間
接
ノ
原
問
ト
ナ
リ
タ
Y

モ
ノ
。

コ
ノ
中
最
モ
多
キ
モ
ノ
ハ
穆
血
－
一
ジ
夕
、
前
述
ノ
加
グ
、
肺
、
牌
、
肝
及
ピ
腎
臓
－
一
於
－
ア
A

約
竿
数
－
一
是
V

ヲ
認
メ
タ

p
。
然
ジ
ア
コ
ノ
穆
血
A

又

二
次
的
ニ
種
々
ノ
麓
化
ヲ
績
後
セ
ジ
メ
タ
η
ノ
。
郎
チ
、
組
織
内
ノ
穂
波
循
環
－
一
障
碍
ヲ
起
す
ジ
メ
、
浮
腫
、
腹
水
、
胸
水
及
ピ
心
嚢
水
腫
等
相

営
ノ
頒
皮
ニ
現
A

ν

、
粘
膜
面
ニ
A

加
答
児
ヲ
起
ジ
－
プ
気
管
支
加
公
口
児
十
三
、
胃
腸
加
答
児
十
三
ヲ
見
タ

y
。
コ
ノ
外
賓
質
臓
器
ノ
替
養
ヲ
毛

害
シ
ア
可
成
多
数
ノ
質
質
種
性
ヲ
起
す
ジ
メ
タ
リ
ノ
。
情
動
脈
癌
－
一
因

p
－
プ
生
ジ
b
y
y
血
行
障
碍
ヲ
代
償
セ
ム
潟
メ
－
一
起
ν

Y
心
臓
肥
大
モ
コ

ノ
部
－
一
周
ス
。

J

、
偶
然
ノ
併
沓
症
ト
見
Y
ペ
キ
モ
ノ
。

以
上
ノ
二
項
ニ
麗
ス
ww

モ
ノ
ヲ
除
キ
タ
グ
’残

y
ノ
モ
ノ
A

皆
コ
レ
ニ
麗
ス

Y

毛
ノ
ュ
ア
、
ソ
ノ
頻
度
二
剛
一
辺
ノ
如
ク
僅
少
ナ

y
。
只
コ
ノ
中
－
－

e

ア
、
携
膜
閉
寒
一
不
全
七
、
及
ピ
繊
維
性
皐
九
炎
六
A
頻
度
ヨ
リ
見
Y

モ
大
ナ

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
原
図
的
－
一
ヱ
楠
ヤ
深
キ
意
義
ヲ
有
ス

Y
事

A
勿
論

ナ

y
。

第
成
品
位

F園、
原

箸
........ 

守幸

内

四
五

（
第
虫
食
披

四
五
〉



第
武
谷

，...、
原

著
'-' 

寺

内

間
六

（
第
串
抗
措
蜘

四
六
）

第
三
章
綿
括
夜
ピ
結
論

一
、
動
脈
癌
ノ
費
生
頒
度
A

、
一
般
剖
検
数
四
二
二
七
中
四
四
－
一
ジ
ア
、
約
一
%
’
（
一
・

O
四
%
）
ナ

y
。

二
、
男
女
ノ
比
つ
男
三
十
八
印
チ
八
六
・
三
%
ニ
劉
ジ
ア
、
女
A

六
卸
チ
一
三
・
六
折
ナ
リ
．

三
、
年
齢
別
ニ
ア
A

、
四
十
代
－
一
最
毛
多
ク

シ
ァ

、
全
数
ノ
二
七
・
二

μ
ヲ
占
メ
、
コ

ν
ヲ
中
心
ト
ジ
ア
減
少
ス
。

四
、
職
業
ト
ノ
間
ニ
A

特
別
ノ
開
係
認
メ
ラ
レ
ズ
。

玉
、
・
既
往
－
一
格
者
一
一
躍

y
タ
Y
モ
ノ
、
及
ピ

mJノ
セ
Y
明
ン
氏
反
鷹
陽
性
ナ

y
v
モ
ノ
ニ
二
、
性
病
ノ
既
往
ノ
ミ
ア
リ
ノ
ア
梅
毒
ノ
確
ナ
ラ
ザ

Y

モ
ノ
玉
、
梅
毒
ヲ
否
定
ジ
、
或
A

引
別
配
川

マ
EM

氏
反
賂
陰
性
ナ

y
v
モ
ノ
四
ア
リ
ノ
。
性
病
以
外
ノ
既
往
症
A

、
関
節
ロ
イ
マ
チ
ス
三
、
急

性
偲
染
病
二
ニ
ジ
ア
、
打
撲
ヲ
受
ケ
タ
Y
事
ア

Y

モ
ノ
A

僅
－
二
例
ナ

y
。
酒
ヲ
噌
ム
モ
ノ
A

九
例
ア
リ
。

六
、
梅
毒
戚
染
後
動
脈
癌
ノ
初
徴
ヲ
稜
ス

Y

ニ
至

v
y
迄
ノ
時
日
六
十
一
乃
至
十
五
年
ノ
モ
ノ
最
モ
多
ク
、
十
年
以
内
ニ
起
レ

Y

モ
ノ
A

僅
ニ
一
例
ナ
リ
。

七
、
形
態
別
一
一
－
7

A
、
嚢
状
動
脈
溜
四
玉
、
制
蔓
性
動
脈
溜
十
八
、
剥
離
性
動
脈
溜
一
ナ
リ
。

入
、
大
イ
サ
A

、
鶏
卵
大
乃
至
手
拳
大
ノ
モ
ノ
最
モ
多
シ
。

九
、
部
位
－
一
就
キ
ア
A

、
弓
部
最
ft

－
多
グ
、
全
数
ノ

三
七
・
六
M
W
ヲ
占
メ
、
ム
衣
A

上
行
部
ノ
二
八
・
九
%
ナ
リ
。

上
行
部
エ
稿
多
キ
モ
、
護
服
ノ
モ
ノ
A

弓
部
－
一
著
ジ
ク
煩
接
セ
ー
。
腹
部
－
一
ア
A

僅
一
一
～
金
敷
ノ
入
・
六
%
ナ

y
。

然
u
v
d
e

プ
繍
蔓
性
ノ
モ
ノ
訓

十
、
大
動
脈
ノ
援
化
λ

大
館
－
一
於
－
ア
上
部
一
一
煩
稜
ス
レ
ド
毛
、
動
脈
癖
ノ
多
キ
割
合
－
一
A

多
カ
ラ
ズ
。

十
一
、
心
臓
－
一
於
－
ア
A

肥
大
特
一
一
左
室
ノ
ン
レ
ヲ
認
ム
。

十
二
、
腎
臓
ノ
平
均
重
量
A

稿
将
キ
モ
二
六
六
克
－
一
ジ
ア
、
前
ホ
正
常
平
均
重
量
ノ
範
園
内
ニ
ア
リ
。

十
三
、
四
十
四
例
中
破
裂
セ
ジ
毛
ノ
λ

十
五
例
ナ
リ
。
ソ
ノ
場
所
一
一
就
－
プ
A

、
胸
部
－
一

4

プ
気
管
及
気
管
支
玉
、
肋
膜
腔
、
食
道
及
ピ
心
嚢
各

二
．
腹
部
ニ
ア
腹
膜
後
部
三
、
腹
腔
二
ナ

y
o
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1) 
,
A
.
b
r
a
m
o
w
,
 
U
e
b
e
r
 <l. 

V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 
<l. 

札
口
rta

bei 
Syphilis. 

Virch. 
A
r
c
h
.
 
lld. 

178. 

2J 
:
S
a
c
k
h
a
u
s
,
 
U
e
l
町

i¥Ttsartenitis
syphilitic

江
u.

cleren 
B
e
z
i
e
l
n
m
g
 
zur 

A
n
e
u
r
y
s
m
e
n
b
i
l
仁
川
昭

<ler
Aorta.χ1egl. 

Beitr. 
B
d
.
 
22, 

1897. 

3) 
B
o
s
d
o
r
f
f
,
 
Hauligl、eit

u. 
V
o
r
k
o
m
r
n
日

d
"¥ncuryrn1en. 

Diss. 
Kiel

目
1889.

4J 
D
り
hle,

Cit. 
n
a
c
h
 
t
 

;rilber 
(6). 

5) 
F
a
b
e
r
,
 
D
i
e
 
Arteriosklerose. 

Jena. 
1912. 

6) 
G
r
i
i
b
e
r
,
 
U
e
b
e
r
 clie 

D
o
h
l
e
 Hellersche

九
ortitis.

Jena. 
1914. 

7) 
亙

eller,
Ueb.1r

《！.
'YPhlit1sche

」
屯
川

8）
耳

ir
自
c
h
f
e
l
d
,

I
》atholog

陪
c
h
e

A
n
a
t

《》
ll】ie.

1894. 

9) 
J
u
d
a
,
 
D
i
e
 
Be1i

《，
h
u
n
g

zwischen 
A
n
e
u
r
y
s
m
e
n
 
u. 

Tuberculose. 
lnaug. 

Diss. 
1892. 

10) 
K
o
s
t
e
r
,
 
D
i
e
 
Entsteh

山
g

d
e
r
 spontanen 

A
n
e
m
y
s
m
e
n
 u. 

clie 
chronische 

M
じS:Hleτitis.

Cit. 
n
a
c
h
 
M
a
n
c
h
o
t
.
 
(
U
e
b
e
r
 die 

E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 
clcr 

w
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